
 

 

 

移動式ホールボディカウンタ車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥 取 県 
平成３０年２月１６日 

  



 

 

 

車   両： １０トン車（日野プロフィア：日野自動車）を改造 
全長１０．８ｍ×全幅２．６ｍ×全高３．９ｍ 

搭載検出器：体表面モニタ（Argos：キャンベラ）、ホールボディカウンタ（FASTSCAN：キャンベラ） 
制   作：株式会社日立製作所 
＜主な特徴＞ 

・ホールボディカウンタによる内部被ばくの有無を約２分で測定。（従前は５分程度） 
・体表面モニタによる外部被ばくの有無を約１分で測定。（従前も１分程度） 
・車両及び発電機用として、３００㍑の燃料タンクを有し、２４ｈ以上の連続測定活動が可能。 
・バックグラウンド放射線の高いエリアでも正確な測定ができるよう厚さ５cm の遮蔽材（鉄製）を車

両下部等に設置。（従前は遮蔽材なし） 
・子どもも測定できるよう、体表面モニタにはハンディータイプの測定器を設置し、ホールボディカウ

ンタには高さ調整用の椅子を設置。（従前は子どもの測定は難しかった。） 

○鳥取県では、島根原子力発電所及び人形峠環境技術センターにおいて原子力災害が発生

した場合に備え、災害発生後の住民の検査（被ばく線量の把握）を適切に行う観点から

移動式ホールボディカウンタ車を整備しています。 

○移動式ホールボディカウンタ車は、原子力災害が発生した際、避難退域時検査会場での

避難者の被ばく検査の実施、また中部・東部地区等の住民避難所を巡回し、県民の健康

調査を行います。 

※鳥取大学医学部附属病院及び鳥取県立中央病院で、すでに整備されている据付型ホー

ルボディカウンタと相互に補完しながら運用します。 

移動式ホールボディカウンタ車の概要 

車両内部 

体表面モニタ ホールボディカウンタ 発電機 

出入り口 

 車両前方 



 

体表面モニタ（外部被ばく検査） 

  

▶ZnS シンチレータ（α）/薄型プラスチックシンチレー

タ検出器（β）（18個、579cm2個） 

▶正面、背面の 2ステップで測定 

1 ステップ 10秒以下測定 

▶サイズ 91.5×225.7×99.1cm 

▶重量 約 360kg  

▶ミリオンテクノロジーズ・キャンベラ（株） 

・体表面モニタは、衣服、体などに付

着した放射性物質から放出される放

射線を、検出器により検出する測定

装置です。 

・搭載された１８個の検出器により体

の前面、背面、側面、頭部、腕部、

足裏部を測定し体表面の汚染の有無

を確認出来ます。 

・体表面測定装置は身長１５０ｃｍか

ら２０５ｃｍを対象に自動測定が可

能となっています。 

 ※対象としている身長以外にも対応

できるよう手動検出器を設置してい

ます。 

ホールボディカウンタ（内部被ばく検査） 

 

▶温度補償付き NaI 検出器 2個（7.6×12.7×40.6cm/個） 

▶標準測定時間 2分 

▶10cm 厚鉄板によるシャドーシールド 

▶床面積 1.24×0.9m、高さ 2.11m 

▶重量 約 5t 

▶ミリオンテクノロジーズ・キャンベラ（株） 

・ホールボディカウンタは、体の内部

に取り込まれた放射性物質から放出

される放射線を、検出器により検出

する測定装置です。 

・測定の対象となる放射性核種はγ線

を放出する数多くの放射性核種であ

り、代表的なものにカリウム 40、

コバルト 60 、ヨウ素 131、セシウ

ム 134、セシウム 137 などがありま

す。 

・体内に存在する微量の放射能の定性

分析、定量分析が可能です。 

測定器の概要 



 

 

体の表面に放射性物質が付着していないかを確認するための検査です。検査は

車両による検査、代表者による検査、全員検査の流れで実施します。 

代表者による検査及び全員検査では、放射性物質が付着している可能性が高い

箇所（頭・顔、手、靴底）を重点的に検査します。 

避難の途中に検査会場を設けますので、必ず検査を受けてください！ 

※避難退域時検査の結果等、内部被ばくの可能性が高い場合には、内部被ばく

線量推定のための測定を行います。 

避難退域時検査とは 

（平成 30 年 4 月１日から） 


